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平
成
29
年
度
決
算
の
概
要

一
般
会
計
決
算
の
審
査
か
ら

　

地
方
公
会
計
制
度
に
基
づ
く
財
務
諸
表
な
ど
を
活

用
し
た
一
般
会
計
決
算
を
４
日
間
集
中
審
査

　

一
般
会
計
決
算
で
は
、
財
務
諸
表
、
貸
借
対
照
表

な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
決
算
説
明
書
を
主
に
、
各
部
ご

と
に
審
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

審
査
方
法
に
つ
い
て
は
、
本
会
議
に
お
い
て
17
名

で
構
成
す
る
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
付

託
・
審
査
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
４
つ
の
特
別
会
計

決
算
に
つ
い
て
は
、
建
設
環
境
委
員
会
、
市
民
厚
生

委
員
会
に
付
託
・
審
査
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と

お
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

▲平成29年度一般会計決算を起立採決で認定

は
30
地
区
で
述
べ
２
４
４
９

人
が
参
加
し
て
初
期
消
火
や

応
急
救
護
、
防
災
機
材
の
操

作
訓
練
を
実
施
。
総
合
防
災

訓
練
で
は
、
メ
イ
ン
会
場
の

学
校
の
児
童
・
生
徒
の
参
加

や
地
震
体
験
指
導
等
を
実
施
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請

サ
ポ
ー
ト
の
状
況
に
つ
い
て

問　

29
年
度
の
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
申
請
サ
ポ
ー
ト
の

実
施
状
況
と
効
果
に
つ
い
て

伺
う
。

答　

29
年
７
月
か
ら
11
月
に

か
け
て
24
日
間
実
施
。
サ
ポ

ー
ト
内
容
は
申
請
に
必
要
な

写
真
の
無
料
撮
影
と
申
請
書

の
書
き
方
の
案
内
で
、
あ
と

は
ポ
ス
ト
に
投
函
と
い
う
と

こ
ろ
ま
で
の
お
手
伝
い
を
し

た
。
利
用
者
数
は
７
７
５
人

で
、
高
齢
者
が
中
心
だ
っ
た
。

利
用
者
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
申
請
件
数
全
体
の

39
・
２
％
、
約
４
割
で
、
サ

ポ
ー
ト
の
効
果
が
あ
っ
た
と

考
え
て
い
る
。

不
燃
残
渣
の
資
源
化
処
理

の
状
況
に
つ
い
て

問　

不
燃
残
渣
を
資
源
化
処

理
す
る
た
め
の
委
託
を
実
施

し
た
が
、
そ
の
効
果
を
伺
う
。

答　

28
年
度
ま
で
は
二
ツ
塚

処
分
場
で
埋
め
立
て
を
し
て

き
た
が
、
29
年
度
よ
り
、
34

ト
ン
分
を
埼
玉
県
の
再
商
品

化
事
業
者
へ
引
き
渡
し
、
資

源
化
し
て
い
る
。
埋
め
立
て

処
分
か
ら
資
源
化
処
理
に
切

り
か
え
た
こ
と
で
循
環
型
社

会
の
形
成
に
貢
献
し
、
最
終

処
分
場
で
あ
る
二
ツ
塚
処
分

行
政
改
革
の
特
徴
的
な

取
り
組
み
に
つ
い
て

問　

特
徴
的
な
取
り
組
み
は
。

答　

歳
入
確
保
で
は
、
福
生

水
辺
の
楽
校
運
営
委
託
や
保

育
園
の
園
舎
建
て
替
え
・
改

修
工
事
等
で
国
や
都
の
各
種

補
助
金
を
活
用
し
た
。
ま
た
、

広
告
業
者
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ

で
、
婚
姻
手
続
早
分
か
り
ブ

ッ
ク
「
福
生
で
始
め
る
暮
ら

し
」
を
本
市
の
費
用
負
担
な

く
作
成
し
た
ほ
か
、
公
民
館

で
活
動
す
る
子
育
て
マ
マ
サ

ー
ク
ル
の
協
力
を
得
て
、
ウ

エ
ル
カ
ム
ベ
ビ
ー
フ
ァ
イ
ル

キ
ッ
ト
を
作
成
。
道
路
予
定

地
の
一
部
で
の
イ
ベ
ン
ト
使

用
を
無
償
で
許
可
し
、
当
該

地
区
の
活
性
化
を
図
っ
た
。

多
文
化
共
生
、
外
国
人
増
の

状
況
と
取
り
組
み
に
つ
い
て

問　

本
市
と
し
て
、
外
国
人

の
増
加
を
ど
の
よ
う
に
受
け

と
め
て
、
多
文
化
共
生
を
進

場
の
延
命
化
を
図
る
。
ま
た
、

東
京
た
ま
広
域
資
源
循
環
組

合
負
担
金
の
う
ち
、
搬
入
自

治
体
で
案
分
す
る
埋
め
立
て

処
分
費
の
負
担
が
な
く
な
る
。

輝
き
市
民
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

委
託
後
の
効
果
に
つ
い
て

問　

29
年
度
か
ら
社
会
福
祉

協
議
会
に
運
営
委
託
し
て
い

る
が
、
ど
の
よ
う
な
効
果
が

上
が
っ
た
の
か
伺
う
。

答　

市
民
活
動
の
さ
ら
な
る

活
性
化
と
、
企
画
力
の
あ
る

市
民
活
動
支
援
を
図
る
た
め
、

専
門
性
と
活
動
実
績
を
持
つ

福
生
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
、

輝
き
市
民
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
の
運
営
を
委
託
し
た
。
そ

れ
ま
で
専
門
知
識
が
な
く
開

催
で
き
な
か
っ
た
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
関
連
す
る
講
座
を

行
う
な
ど
、
新
た
な
支
援
で

活
性
化
を
図
り
、
28
年
度
比

で
利
用
者
数
５
・
７
％
増
に

つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
開
設
へ
の
取
り
組
み
は

問　

30
年
度
の
開
設
に
向
け

た
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

庁
内
検
討
委
員
会
及
び

実
務
担
当
者
会
議
で
、
子
育

て
支
援
実
現
の
た
め
の
課
題

整
理
や
セ
ン
タ
ー
の
位
置
づ

け
、
庁
内
連
携
の
仕
組
み
等

を
検
討
。
ま
た
、
全
部
署
の

保
健
師
が
集
ま
り
、
妊
娠
届

出
ア
ン
ケ
ー
ト
見
直
し
や
ア

セ
ス
メ
ン
ト
シ
ー
ト
、
支
援

プ
ラ
ン
等
の
様
式
を
検
討
し

た
。
さ
ら
に
ポ
ス
タ
ー
、
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
近

隣
小
児
科
、
産
婦
人
科
等
へ

掲
示
、
配
布
を
依
頼
。
ハ
ー

ド
面
で
は
、
L
A
N
ケ
ー
ブ

ル
配
線
工
事
を
実
施
し
た
。

入
退
室
管
理
シ
ス
テ
ム
の

内
容
に
つ
い
て

問　

熊
川
学
童
ク
ラ
ブ
で
の

国
の
モ
デ
ル
事
業
の
内
容
と

結
果
を
伺
う
。

答　

児
童
が
学
童
ク
ラ
ブ
に

登
所
及
び
降
所
し
た
際
に
Ｉ

Ｃ
カ
ー
ド
を
か
ざ
す
と
、
保

護
者
が
登
録
し
た
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
に
メ
ー
ル
が
配
信
さ

れ
る
こ
と
で
、
児
童
の
入
退

室
時
間
の
管
理
が
で
き
る
と

い
う
も
の
で
、
29
年
４
月
よ

り
利
用
し
て
い
る
。
延
長
育

成
料
の
自
動
算
定
が
で
き
る

シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
お
り
、

児
童
の
安
全
性
の
向
上
と
保

護
者
の
安
心
等
に
つ
な
が
る
。

公
園
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
設

置
工
事
の
内
容
に
つ
い
て

問　

工
事
の
内
容
と
、
29
年

度
の
進
捗
に
つ
い
て
確
認
し

た
い
。

答　

犯
罪
を
未
然
に
防
止
す

る
狙
い
か
ら
、
起
伏
や
樹
木

で
死
角
が
多
い
福
生
公
園
と
、

み
ず
く
ら
い
ど
公
園
の
出
入

り
口
や
死
角
に
防
犯
カ
メ
ラ

を
設
置
。
福
生
公
園
に
５
台
、

み
ず
く
ら
い
ど
公
園
に
は
４

台
設
置
し
た
。
福
生
公
園
は

禁
止
行
為
へ
の
苦
情
が
多
く
、

み
ず
く
ら
い
ど
公
園
は
、
隣

接
す
る
日
光
橋
公
園
が
防
犯

カ
メ
ラ
設
置
済
み
で
あ
る
こ

と
等
も
検
討
材
料
と
し
た
。

設
置
に
は
都
の
補
助
金
を
活

用
し
、
助
成
額
は
80
万
円
で

あ
る
。

不
登
校
児
童
・
生
徒
用
タ
ブ
レ

ッ
ト
の
内
容
と
効
果
に
つ
い
て

問　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活

用
し
た
ド
リ
ル
学
習
の
効
果

に
つ
い
て
伺
う
。

答　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
は
、

不
登
校
の
児
童
・
生
徒
が
、

教
科
や
単
元
を
選
び
勉
強
が

で
き
る
ソ
フ
ト
が
入
っ
て
い

る
。
ま
た
、
こ
の
ソ
フ
ト
に

は
、
学
習
の
振
り
返
り
や
先

生
へ
の
質
問
を
入
力
す
る
こ

と
が
可
能
で
、
児
童
・
生
徒

の
入
力
内
容
を
担
任
が
確
認

し
て
返
信
す
る
な
ど
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
道
具
に

も
な
る
。
子
ど
も
た
ち
は
こ

の
ド
リ
ル
学
習
を
楽
し
み
に

し
、
学
習
意
欲
が
向
上
し
た
。

担
任
の
コ
メ
ン
ト
に
学
校
と

の
つ
な
が
り
を
実
感
で
き
た

児
童
・
生
徒
も
い
た
。

め
て
き
た
の
か
伺
う
。

答　

市
内
に
日
本
語
学
校
が

４
校
あ
る
こ
と
が
外
国
人
増

の
要
因
の
一
つ
と
考
え
る
。

29
年
度
に
は
、
日
本
語
学
校

に
依
頼
し
て
職
員
向
け
研
修

会
を
実
施
。
留
学
生
の
動
向

や
就
労
の
意
向
等
を
正
確
に

分
析
し
、
就
労
や
定
住
に
資

す
る
対
策
も
考
え
る
必
要
が

あ
る
と
感
じ
る
が
、
住
民
ト

ラ
ブ
ル
も
少
な
か
ら
ず
あ
り
、

十
分
に
考
え
慎
重
に
判
断
す
る
。

自
主
防
災
組
織
に
係
る

取
り
組
み
等
に
つ
い
て

問　

各
学
校
の
避
難
所
運
営

マ
ニ
ュ
ア
ル
事
業
や
、
防
災

訓
練
等
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

26
年
度
以
降
、
避
難
所

運
営
連
絡
会
の
個
別
の
会
議

で
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
検
討
、
意
見
交
換
を
行
い
、

29
年
９
月
に
は
避
難
所
運
営

連
絡
会
の
全
体
会
を
初
開
催

し
て
意
識
を
底
上
げ
し
た
。

自
主
防
災
組
織
は
、
29
年
度

会　計　区　分 歳入決算額 歳出決算額 残額
（翌年度繰越額）

一　般　会　計 265億9,397万1,629円 260億5,746万8,893円 5億3,650万2,736円

特
別
会
計

国民健康保険特別会計 82億2,221万9,677円 78億 93万3,211円 4億2,128万6,466円
介 護 保 険 特 別 会 計 41億7,888万9,666円 39億3,861万5,833円 2億4,027万3,833円
後期高齢者医療特別会計 11億3,906万8,747円 11億2,712万1,918円 1,194万6,829円
下 水 道 事 業 会 計 16億1,600万2,932円 13億1,865万3,896円 2億9,734万9,036円

総　合　計 417億5,015万2,651円 402億4,279万3,751円 15億735万8,900円

平成29年度　会計別決算額

平成29年度　一般会計決算の款別内訳 （　）内の数字は合計に占める割合
平成 29年度 平成 28年度

市　　　税

国庫支出金

都 支 出 金

地方交付税

基地交付金

繰　入　金

地方消費税交付金

繰　越　金

市　　　債

使用料及び手数料

そ　の　他

民　生　費

教　育　費

総　務　費

衛　生　費

消　防　費

土　木　費

諸 支 出 金

公　債　費

議　会　費

商　工　費

農林水産業費

80億81万7,280円（30.1％）

56億4,237万2,952円（21.2％）

36億8,609万3,926円（13.9％）

21億8,574万7,000円（8.2％）

16億2,659万8,000円（6.1％）

3億7,757万3,095円（1.4％）

11億1,294万,5,443円（4.2％）

11億8,237万円（4.5％）

7億4,539万5,786円（2.8％）

119億2,290万473円（45.7％） ～ ～

21億5,549万8,888円（8.3％）

32億2,896万6,653円（12.4％）

20億4,939万3,510円（7.9％）

16億4,969万1,026円（6.3％）

7億7,947万3,693円（3.0％）

2億7,415万422円（1.0％）

2億4,948万155円（1.0％）

4,502万6,008円（0.2％）

歳　入 歳　出

地方譲与税
利子割交付金
配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金
自動車取得税交付金
地方特例交付金
交通安全対策特別交付金
分担金及び負担金
財産収入
寄附金
諸収入

国有提供施設等
所在市町村
助成交付金等

14億1,835万8,147円（5.3％）

歳入合計　265億 9,397 万 1,629 円 歳出合計　260億 5,746 万 8,893 円

6億1,570万円（2.3％）

22億9,966万4,965円（8.8％）

14億322万3,100円（5.4％）


